
これまで、延４２００人の子どもが
地域の居場所を利用しています。

家庭の事情で一時的にこどものお世話が難しい時、
こどもを里親宅で短期間お預かりします。

地域のみんなが支援者・大きな家族こども

～こどもをまんなかに。子育てはみんなで担う～

子どもに安全と安心を

・家庭でも学校でもない、第３の居場所

・週１回～月２回程度、放課後に学習支援

・地域の大人や子どもと交流

・小学校区ごとの居場所づくりを目指す

【R5実績】
居場所10か所、延4153人
外国人の子どもも利用！

こどもの居場所（地域ボランティア）

・きょうだいが一緒に
あたたかい里親家庭で生活

・地域の保育園や学校に通え、
地域のなかで子どもが育つ。

【R5ショートスティ実績】
１０５人（里親９割、施設１割）

里親ショートステイ

＜手続き＞
①保護者から相談
②里親の調整
③数日のお泊り

毎日毎日いっぱいいっぱいで
子どもに当たってしまう

こども２人をしばらく
預かってほしいけど、
１歳の子は乳児院、
３歳の子は養護施設
ばらばらになるのは…

約２００人の子どもには
より手厚い支援が必要です。

R7 こどもの居場所（専門支援）

Ｒ６ 拠点開設準備

R7 拠点スタート
・市内３か所、輪番制で週５日
13：30～20：00 生活習慣を整え、学習支援

・心理士や社会福祉士の支援員が巡回

・送迎あり、必要があれば食事の提供・入浴

・家庭で不足する体験活動（料理・年中行事など）の提供

県内で初めて
支援拠点を
スタート

里親調整が
できているのが
本市の強み
全国的にも

トップランナー

子育てで疲れた…
誰か助けて

地域のこどもを
地域で育てる

新

両輪で
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